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第２回県本部中央委員会
日　時　６月 22 日（月）15 時から
場　所　水戸市・自治労会館会議室
※終了後、人事評価制度学習会を開催

とめよう！戦争法案　　　　
　　　　集まろう！国会へ

「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動」
～国会座り込み・包囲行動～

◇日　時　　6月 16 日（火）
　　　　　　　　13：00 ～ 17：00
　参加要請　　県南・鹿行ブロック内各単組２人
◇日　時　　6月 17 日（水）
　　　　　　　　13：00 ～ 17：00
　参加要請　　水戸・土浦・県職ブロック内各単

組２人
◇日　時　　6月 23 日（火）
　　　　　　　　13：00 ～ 17：00
　参加要請　　県北・水郡ブロック内各単組２人
◇日　時　　6月 24 日（水）
　　　　　　　　18：30 ～ 20：00
　参加要請　　茨城県本部 100 人
※場所は衆議院第２議員会館前です

　

自
治
労
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
知
ら
れ
る
全
日
本
自
治
体
職
員
等
ス
ポ
ー
ツ
大
会
野
球
大

会
の
県
大
会
が
５
月
26
日
に
一
回
戦
・
二
回
戦
、
５
月
30
日
に
は
決
勝
戦
が
、
水
戸
市

総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
開
か
れ
、
前
年
度
優
勝
の
日
立
市
職
と
県
内
各
地
の
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
６
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
日
立
市
職
が

７
年
連
続
（
２
０
１
１
年
を
除
く
）
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

自治労
野球大会

日
立
市
職
�
�
年
連
続
優
勝

―

準
優
勝
は
県
職
連
合―

日立市職対県職連合の決勝戦

安保関連法案の阻止を
盛岡で自治労中央委員会

　

自
治
労
は
５
月
28
、
29
日

の
二
日
間
、
岩
手
県
盛
岡
市

内
で
第
１
４
９
回
中
央
委
員

会
を
開
き
、
当
面
す
る
人
勧

期
闘
争
や
戦
争
法
案
の
阻
止

に
向
け
全
力
で
闘
う
決
意
を

改
悪
反
対
、
２
０
１
５
春
闘

の
賃
上
げ
、
給
与
制
度
見

直
し
問
題
な
ど
に
触
れ
た
あ

と
、
安
倍
政
権
の
進
め
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
含
む

安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て
言

及
。「
専
守
防
衛
を
大
き
く

変
え
、
法
案
を
前
提
と
し
た

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
調
印

し
、
国
会
前
に
法
案
成
立
を

約
束
し
た
の
は
国
会
の
軽
視

で
あ
り
、
権
力
の
乱
用
を
防

ぐ
立
憲
主
義
の
考
え
方
や
、

国
民
主
権
の
原
則
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
も
の
と
し
て
、

戦
後
安
保
政
策
の
大
転
換
で

あ
る
法
案
を
こ
の
国
会
で
強

行
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
」
と
強
調
。「
多
様

な
世
論
を
中
央
・
地
方
で
巻

き
込
み
、
法
案
阻
止
を
め
ざ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
、
原
発
再
稼
働
な
ど
国

民
の
声
を
無
視
す
る
政
治
に

歯
止
め
を
か
け
る
「
運
動
と

政
治
の
再
構
築
」
を
強
調
、

参
院
選
・
江
崎
孝
必
勝
を
訴

え
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
と
総
務
省
対

策
の
強
化
、
人
事
評
価
制
度

に
対
す
る
取
り
組
み
強
化
、

安
保
法
制
に
対
す
る
取
り
組

み
強
化
な
ど
が
多
く
の
中

央
委
員
か
ら
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

固
め
ま
し

た
。

　

冒
頭
あ

い
さ
つ
し

た
氏
家
委

員
長
は
、

震
災
復
興

を
支
え
る

取
り
組
み

の
強
化
や

大
阪
都
市

構
想
問
題

で
の
大
阪

市
存
続
決

中央委員会であいさつする氏家委員長

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
日　 立 ０ ７ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ 11
県職連合 ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ３

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
常陸大宮 ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３
県職連合 ０ ０ ２ ０ １ ０ ３ １ × ７

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ 計
北 茨 城 ０ ０ ０ ０ ０ ０
日 立 １ ６ ０ ３ × 10

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
取　 手 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １
県職連合 ４ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ × ６

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
大　　洗 ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２
常陸大宮 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 1× ３

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計
北 茨 城 ３ １ １ ０ ０ ５ 10
鹿　 嶋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※ 6回コールド

１回戦

※ 5回コールド

決勝戦

2回戦

2015 年全日本自治体職員等スポーツ大会茨城県大会結果
【軟式野球】

日

立

市

職

北
茨
城
市
職

鹿

嶋

市

職

常
陸
大
宮
市
職

大

洗

町

職

県

職

連

合

取

手

市

職

優勝：日立市職

１ ６ ２ ３ ０　　　　10

０　　　　　　　10７ ３

３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　

５
月
26
日
、
水
戸
市
見
川

総
合
運
動
公
園
軟
式
球
場
で

開
か
れ
た
野
球
大
会
開
会
式

に
は
前
年
度
優
勝
の
日
立
市

職
と
県
南
・
県
職
・
水
戸
・

水
郡
・
鹿
行
・
県
北
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
６
チ
ー
ム
が
参
加
。

一
回
戦
、
二
回
戦
は
、
各

チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
実
力
を

発
揮
、
こ
の
結
果
、
決
勝
戦

に
は
日
立
市
職
と
県
職
連
合

が
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

水
戸
市
見
川
総
合
運
動
公

園
市
民
球
場
で
開
か
れ
た
６

月
30
日
の
決
勝
戦
は
、
先
攻

が
日
立
市
職
、
後
攻
が
県
職

連
合
。
初
回
、
両
チ
ー
ム
と

も
三
者
凡
退
の
あ
と
、
２
回

表
、
日
立
市
職
は
４
番
大
高

選
手
の
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に
打
者
一
巡
の
攻

撃
で
大
量
７
点
を
挙
げ
、
４

回
に
１
点
、
８
回
に
も
３

点
を
追
加
。
守
っ
て
は
、
澤

井
投
手
が
県
職
連
合
の
攻
撃

を
３
点
に
抑
え
、
東
日
本
大

震
災
で
試
合
中
止
と
な
っ
た

２
０
１
１
年
を
除
き
７
年
連

続
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

　

最
優
秀
選
手
は
、
日
立
市

職
の
大
高
潤
選
手
、
敢
闘
賞

に
は
、
県
職
連
合
の
沖
晋
次

朗
選
手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
立
市
職
は
、
８
月
６
日

か
ら
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開

か
れ
る
関
東
甲
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
茨
城
代
表
と
し
て

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

定
の
勝
利
、

労
働
法
制
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焦  点
Ｑ＆Ａ

最
低
賃
金

ジャーナリスト

北　健一

経
済
の
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側 

⑩

サ
�
ビ
ス
生
産
性
革
命

　

３
月
２
日
、
安
倍
首
相

は
日
本
生
産
性
本
部
の
60
周

年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
い
さ
つ

し
、「
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業

の
生
産
性
は
、
製
造
業
に
比

べ
て
も
外
国
に
比
べ
て
も
低

く
、
産
業
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
発
揮
し
き
れ
て

い
な
い
」
と
し
、「
今
こ
そ
、

『
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
革
命
』

を
起
こ
す
時
」
と
語
っ
た
。

　

日
経
新
聞
は
そ
の
前
打
ち

記
事
で
、「
政
府
は
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
生
産
性
を
高
め
る

た
め
、
小
売
り
や
医
療
、
宿

泊
な
ど
主
要
業
種
ご
と
に
新

た
な
経
営
指
標
を
設
定
す

る
。
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
で
、

生
産
性
向
上
が
遅
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
効
率
化
を

促
す
」
と
報
じ
た
。

　

同
じ
首
相
あ
い
さ
つ
を
取

り
上
げ
た
共
同
通
信
は
、「
政

権
は
新
た
な
指
標
を
設
け
て

経
営
の
効
率
性
を
高
め
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
企
業
の
労

務
管
理
体
制
が
不
十
分
な
ま

ま
進
め
れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
化
を

助
長
し
か
ね
な
い
」と
し
た
。

重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
単
に

横
書
き
の
リ
リ
ー
ス
を
縦
書

き
の
記
事
に
直
す
の
で
は
な

く
、
意
味
や
問
題
点
を
掘
り

下
げ
る
こ
と
こ
そ
報
道
の
役

割
だ
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
考
え
る
べ
き
こ
と

が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
生

産
性
に
つ
い
て
は
、
実
は
統

計
が
未
整
備
だ
。
サ
ー
ビ
ス

業
に
属
す
る
企
業
ご
と
に
生

産
性
を
見
る
と
、
そ
の
水
準

は
製
造
業
に
比
べ
て
決
し
て

低
い
と
は
い
え
な
い
と
、
経

済
産
業
研
究
所
・
森
川
正
之

理
事
は
説
い
て
い
る
（
同
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
生
産
性
は
本
当

に
低
い
の
か
？
」）。

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
」
が
生

産
性
の
数
値
に
必
ず
し
も
反

映
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

問
題
も
あ
る
。付
加
価
値（
な

い
し
売
上
）を
労
働
時
間（
な

い
し
人
件
費
）
で
割
っ
た
も

の
を
生
産
性
と
す
る
場
合
、

同
じ
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
少

な
い
人
手
で
回
し
な
が
ら
、

利
用
者
か
ら
高
い
料
金
を
取

れ
ば
、
数
字
上
「
生
産
性
」

は
上
が
る
。

　
「
日
米
サ
ー
ビ
ス
品
質
比

較
」
を
見
る
と
、「
地
下
鉄
」

「
航
空
旅
客
機
」「
コ
ン
ビ
ニ
」

「
郵
便
」「
フ
ァ
ミ
レ
ス
」
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
、
米

国
人
も
日
本
人
も
「
日
本
の

品
質
が
高
い
」
と
回
答
し
て

い
る
（
内
閣
府
「
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
生
産
性
」
２
０
１
４

年
４
月
）。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
業
の
大
半
は
、「
こ
こ
で

使
え
る
」
こ
と
に
意
味
が

あ
る
地
域
密
着
産
業
だ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
製
造
業
と

は
前
提
が
違
う
。

　

産
業
特
性
を
無
視
し
た

「
合
理
化
」
は
、
か
え
っ
て

不
合
理
な
結
果
を
招
く
。
性

急
な
生
産
性
ア
ッ
プ
が
品
質

を
低
下
さ
せ
、
顧
客
に
見
放

さ
れ
る
例
は
め
ず
ら
し
く
も

な
い
。
国
単
位
で
そ
ん
な
失

敗
に
突
き
進
ま
ぬ
よ
う
目
を

光
ら
せ
る
こ
と
が
報
道
の
仕

事
で
は
な
い
か
。

平和と民主主義が正念場

鈴木博久前委員長が代表に
　

平
和
と
民
主
主
義
な
ど
の

課
題
で
活
動
し
、
昨
年
結

成
50
年
を
刻
ん
だ
茨
城
平
和

擁
護
県
民
会
議
は
、
５
月
26

日
、
水
戸
市
内
で
第
35
回
定

期
大
会
を
開
き
、
安
倍
内
閣

の
進
め
る
戦
争
法
案
や
原

発
再
稼
働
な
ど
に
対
決
す
る

２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
川
口
玉
留
会

長
が
戦
後
70
年
を
迎
え
る
中

で
、
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

再
改
定
や
戦
争
法
案
の
国
会

提
出
な
ど
戦
争
す
る
国
に
舵

を
切
ろ
う
と
す
る
安
倍
政
権

を
強
く
批
判
、
戦
後
の
平
和

と
民
主
主
義
が
正
念
場
を
迎

え
る
今
日
の
危
機
的
状
況
に

総
力
を
か
け
た
闘
い
を
取
り

組
も
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
食
と
み
ど
り
水

を
守
る
飯
田
正
美
茨
城
県
労

農
会
議
会
長
な
ど
の
来
賓
が

駆
け
つ
け
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
経
過
・
活
動
・
決

算
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

２
０
１
５
度
活
動
方
針
、
共

同
代
表
制
に
す
る
規
約
改
正

が
提
案
さ
れ
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
役
員
改
選
を
行

い
、
鈴
木
博
久
・
前
自
治
労

県
本
部
委
員
長
と
会
長
の
川

口
玉
留
氏
を
共
同
代
表
に
、

こ
の
ほ
か
、
自
治
労
か
ら
千

歳
副
委
員
長
が
副
代
表
、
野

村
組
織
部
長
が
幹
事
と
し
て

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

県民会議大会でガンバロー三唱する鈴木博久共同代表

　

Ｑ　

今
度
の
ア
ル
バ
イ

ト
は
時
給
８
８
０
円
な
ん

だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
安
い

よ
ね
？

　

Ａ　

お
い
お
い
、
安
い

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
よ
。
東

京
の
最
低
賃
金
は
今
、
時

給
８
８
８
円
。
こ
れ
を
下

回
っ
て
い
る
時
給
は
最
賃
違

反
で
違
法
に
な
る
ん
だ
。
経

営
者
に
申
し
入
れ
て
、
少
な

く
と
も
最
賃
以
上
に
し
な
い

と
ま
ず
い
よ
。

　

Ｑ　

へ
ー
。
最
賃
っ
て
役

に
立
つ
ん
だ
。

　

Ａ　

ア
ル
バ
イ
ト
を
す

る
な
ら
、
最
賃
制
度
を
し
っ

か
り
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
働
く
人
が
ま
と
も
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
最
賃
未
満
の
賃
金
で

府
県
単
位
で
額
が
決
め
ら
れ

る
仕
組
み
で
、
毎
年
夏
に
金

額
が
改
定
さ
れ
る
。
通
常

だ
と
10
月
ご
ろ
に
適
用
と
な

る
。

　

Ｑ　

日
本
の
最
賃
は
外
国

に
比
べ
て
高
い
の
？

　

Ａ　

と
ん
で
も
な
い
。
先

進
国
の
中
で
は
米
国
と
ビ

リ
争
い
を
し
て
い
る
状
況

だ
。
日
本
の
全
国
平
均
は
時

給
７
８
０
円
。
米
国
の
連
邦

最
賃
は
約
８
６
０
円
。
ド
イ

ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
は
１
２
０
０
円

を
超
え
て
い
る
。
米
国
だ
っ

て
、
州
や
市
の
レ
ベ
ル
で
は

１
０
０
０
円
以
上
が
い
く
つ

も
あ
る
よ
。

　

Ｑ　

安
倍
首
相
は
賃
金

を
上
げ
よ
う
っ
て
言
っ
て

い
た
よ
ね
？

　

Ａ　

春
闘
で
は
経
営
者

団
体
に
賃
上
げ
を
要
請

し
た
。
ト
ヨ
タ
が
ベ
ア

４
０
０
０
円
ア
ッ
プ
な

ど
、
大
手
企
業
で
賃
上
げ

が
相
次
い
だ
の
は
確
か

だ
。
で
も
、
中
小
企
業
や

非
正
規
で
働
い
て
い
る
人

た
ち
は
、
大
企
業
の
正
社

員
の
よ
う
に
は
上
が
っ
て

い
な
い
。

　

Ｑ　

な
ん
と
か
な
ら
な

い
？

　

Ａ　

最
賃
制
度
は
憲
法

25
条
の
生
存
権
保
障
に
基

づ
く
も
の
で
、
本
来
な
ら

政
府
が
本
腰
を
入
れ
て
引

き
上
げ
る
べ
き
だ
。
夏
の

最
賃
審
議
で
は
大
幅
引
き

上
げ
を
実
現
さ
せ
た
い
ね
。

雇
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い

る
ん
だ
。
日

本
で
は
都
道

平
和
擁
護
県
民
会
議

第
35
回
大
会


